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いじめ・登校拒否

問題等研究協議会

7月31日町内の教育関係者が集まり、いじめ・登校拒否問題等研究協議会が

肱川町公民館で行われました。

(12頁に関連記事掲載）

令月号の主な内容
＝町報＝
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衝農業委員名簿及び担当地区一覧表 ・・・ 2

慢夏まつり・筏流し大会 ・ ・・ ・ ・・・・・ ・・ • 3 

層応急手当を身につけよう ・・・・・・・・・4

層消防操法大洲喜多地区大会

（第 3分団出場）・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・..5 

衝観光栗ひろい・ぶどう狩りの案内・・・ 6

層社協だより・・・・・・・・・・・・・・・............7 

優お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・16

＝農林だより＝

~JA肱） 1 |共椅友の会総会並びに推進大会 ．．． 8 

唖厚生連人間ドックのご案内・・・・・ 9

衝「緑の募金」にご協力を ••• • • •• • •10
層今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

〶いじめ・登校拒否問題等研究協議会 •••12 
慢川上地区小学校水泳大会・・・・・・・・・14

~A SUKA青年団だより • • •••• •• • 15

町民のうごき

人 口 3,283人 (-5)

男 1,58 5人 (-2)

女 1,69 8人 (-3)

世帯数 1,006器（士0)

（平成 8年 7月31日現在）



@。@。額 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 醐麟 (2)

基
礎
年
金
番
号
Q
&
A

回

基
礎
年
金
番
号
っ
て
何
で
す
か
。

A

現
在
の
厚
生
年
金
保
険
や
、
国

民
年
金
の
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
と

同
様
、
加
入
記
録
の
整
理
、
年
金
に

関
す
る
手
続
き
に
使
用
す
る
番
号
で

す。ロ
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
る
の

で
す
か
。

A

今
は
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年

金
、
共
済
年
金
な
ど
各
制
度
ご
と
に

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
の
番
号
が
付

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
同
一
の
番
号

に
し
て
、
加
入
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

図
り
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
と
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
自
分
の
番
号
が
そ
の
ま

ま
基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す
。
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、

新
た
に
基
礎
年
金
番
号
が
付
け
ら
れ

ま
す
。

口

ど

う

し

て

こ
の
よ
う
な
仕
組
み

に
す
る
の
で
す
か
。

A

た
と
え
ば

A
さ
ん
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ソ

I
j
厚
生
年
金
保
険
か
ら
自
営
業

年
金
を
守
る
か
ぎ

基

礎

年

金

番

号

平
成
九
年
一
月
か
ら
年

1
1

国
民
年
金
に
転
職
等
で
変
わ
っ
た

金
手
帳
の
番
号
が
、
公
的
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

A
さ
ん
は
所

年
金
各
制
度
に
共
通
す
る
在
地
の
市
区
町
村
に
国
民
年
金
の
加

「
基
礎
年
金
番
号
」
と
な
入
届
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い

り
、
年
金
加
入
者
に
と
っ
て
便
利
に
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

A
さ
ん
は
実

な
り
ま
す
。
こ
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
際
よ
り
低
い
年
金
額
に
な
っ
た
り
、

に
つ
い
て

Q
&
A
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
る
い
は
最
悪
の
場
合
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い

ま
す
。
行
政
の
側
で
は
把
握
で
き
な

い
の
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
基
礎
年
金
番
号
は
必
要

な
の
で
す
。

口
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
で
す
か
。

A

基
礎
年
金
番
号
は
、
す
べ
て
の

公
的
年
金
に
共
通
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
加
入
し
て
い
る
年
金
の

制
度
が
変
わ
っ
て
も
同
一
の
番
号
で

記
録
の
整
理
、
手
続
ぎ
、
照
会
等
が

で
ぎ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
届
出
を

忘
れ
て
い
る
人
に
行
政
側
か
ら
個
別

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加

入
状
況
の
お
知
ら
せ
や
、
見
込
み
額

通
知
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

回
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A

年
金
関
係
の
情
報
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
な
徹
底
し
た
対
策
が
行
わ

れ
ま
す
。

①
年
金
関
係
の
個
人
情
報
は
、
「
個

一

戸籍住民係からの

お知らせ

印鑑証明を申請する時は、

必ず印鑑登録証をご持参くだ

さい。

※印鑑登録証をお忘れの時

は、交付ができませんので、

ご注意を…

人
情
報
保
護
法
」
に
よ
り
保
有
目

的
以
外
の
利
用
提
供
が
制
限
さ
れ

る
と
と
も
に
、
情
報
は
本
人
か
ら

の
請
求
が
あ
り
、
確
認
で
ぎ
た
場

合
の
み
提
供
し
ま
す
。

②
情
報
管
理
に
当
た
っ
て
は
、

I
D

カ
ー
ド
に
よ
る
電
算
室
へ
の
入
退

室
、
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
の
限
定
な

ど
、
徹
底
し
た
管
理
を
行
い
ま
す
。

③
万
一
、
悪
用
さ
れ
て
本
人
が
不
利

益
を
受
け
た
と
ぎ
に
は
一
定
の
手

続
ぎ
に
よ
り
、
基
礎
年
金
番
号
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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中
に
一
人
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と
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に
気
や
す
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—
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農業委員名簿及び担当地区一覧表 任期 H 8. 7. 20,..., 

Hll.7.19 

番号 氏 名 担 当 地 区 備考

1 村上 正春 山槌・共栄・協生

2 岩田 忠義 白石・影地

3 山 本 菊雄 大平・大屋敷

4 二村 廣 小藪

5 西本 資久 嘉城・中居谷

6 山本 戊ザ ノ打ー 柳 ・郷・市之畦． 瓜生谷

7 藤川 貝＇ 小畑井・萩野尾・汗生・道野尾・上森山・八重栗

8 山根 春重 下嵯峨谷①②・上嵯峨谷・菟野尾・橡の木瀕

， 冨永 政男 京造・月野尾

10 大 森 廣幸 小倉・中津 • 町・藤野原

11 森 本 r寸上 下敷水・敷水・上敷水

12 沖田 利雄 広常・久保•森 会長代理

13 山本 保 肱栄・大和 ・中野

14 冨永 利彦 下鹿野川・上鹿野川 ・見の越 会 長

農業委員が
改選されました！

任
期
満
了
に
伴

う
農
業
委
員
の
選

挙
が
七
月
二
日
告

示
さ
れ
ま
し
た
が
、

立
候
補
の
届
出
が

忠
貝
の
十
人
で
あ
っ

た
た
め
無
投
票
当

選
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
農
協

か
ら
一
人
、
議
会

か
ら
三
人
の
委
員

委
員
及
び
担
当
地
区
は
次
の
と
お

り
で
す
。

が
推
薦
さ
れ
計
十
四
人
の
委
員
構
成

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
―
―
十
二
日
の
委
員
会

で
会
長
に
冨
永
利
彦
氏
、
会
長
代
理

に
沖
田
利
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
の
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

「風おこ

（町民憲章）

新しい盆踊l)曲

饂⑮母

し音頭」も披露

野川夏コ9

恒例の鹿野川夏まつりが、八

月七日に行われました。

今年もびっくり市、くじ付ぎ

もちまき、アュとうなぎのつか

みどり大会、農業後継者による

炭火のやき肉、風陣太鼓、松山

大学生によるハワイアソコソサー

トなど盛り沢山のイベソトがあ

り、又、歩行者天国には、七夕

笹飾り、川上商工会青年部によ

る露店市、金魚すくい、たこや

ぎ、いかやき、かき氷など、婦

人部では、生ビールの販売など

の出店が並び、子供や家族連れ

でにぎわいました。

盆踊りでは、新しい盆踊り曲

織天銀天七 森
のの

喜飾
姫衣羽河川 夕

賞賞賞賞賞

9 ; g l : り

合念~ネ店容 頼信 菜

ノ 子舗

「
風
お
こ
し
音
頭
」
も
披
露
さ
れ
、

浴
衣
姿
も
あ
で
や
か
に
、
手
ぶ
り
足

ぶ
り
よ
ろ
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花

火
大
会
で
は
、
轟
音
と
共
に
夏
の
夜

空
に
く
り
広
げ
ら
れ
る
芸
術
に
、
納

涼
客
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

七
月

二
十
八
日
第
四
回
ひ
じ
か
わ

筏
流
し
大
会
が
行
わ
れ
町
内
外
よ
り

二
十
三
チ

ー
ム
が
参
加
。
中
野
小
学

校
前
の
肱
川
か
ら
ひ
じ
か
わ
特
産
開

発
セ
ソ
タ
ー
ま
で
の
約
四
・
三

km
の

間
に
お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
手
作
り
筏
で

「
肱

川
」
を
下
る
こ
と
に
よ
り
肱
川
の
自

然
に
親
し
む
一
方
、
豪
快
に
そ
の
速

さ
を
競
う
筏
流
し
を

楽
し
み
な
が
ら
、
参

加
者
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に

四
年
前
か
ら
肱
川
町

観
光
協
会
が
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
台
風
六

号
の
影
響
で
水
が
濁
っ

て
お
り
余
り
条
件
が

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
中
で

転
覆
す
る
筏
も
あ
り

ま
し
た
が
無
事
に
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

選
手
応
援
の
皆
さ
ん

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し

こ。t
 

/’ 

3人の息もぴったり
正

当
日
の
こ
と
を
俳
句
に
し
て
送
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
あ
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

夏
の
川
筏
と
筏
激
突
す

愛
媛
県
河
川
課
宮
島

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＿
位
寺
尾
建
築
チ
ー
ム

二

位

香

月

号

三

位

汗

生

チ

ー

ム
・ひじかわ
茂荒じ天会

ヽ

7月28日
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今
回
は
、
呼
吸
が
な
い
場
合
の
応

急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

呼
吸
が
停
止
す
る
と
生
命
は
重
大

な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
や
が
て
死
に
つ
な
が

り
ま
す
。

気
道
確
保
し
て
呼
吸
を
観
察
し
て

も
、
胸
部
の
動
き
が
不
十
分
で
呼
吸

音
が
聞
こ
え
な
い
場
合
は
、
人
工
呼

吸
が
必
要
で
す
。

口
対

□人
工
呼
吸
法
の
要
領

①
頭
部
後
屈
あ
ご
先
挙
上
法
に

よ
り
気
道
確

保
し
、
呼
吸

が
あ
る
か
ど

う
か
を
調
べ

る。

(2) 
つ差手押
ましのさ呼
み指親え吸
まで指てが
す鼻といな
° を 人 た か

>:

③

自

分

の

口

で

傷
病
者
の
口
を

完
全
に
覆
い
、

静
か
に
息
を
吹

き
込
み
ま
す
。

↑ 
｀ ④

吹
ぎ
込
み
終
わ
っ
た
ら
口
を

離
し
て
、
顔
を
傷
病
者
の
胸
と

腹
の
方
に
向
け
、
そ
の
動
き
を

見
な
が
ら
自

然
に
出
て
く

る
息
を
頬
で

感
じ
と
り
、

気
道
が
完
全

に
確
保
さ
れ

て
い
る
か
を

確
か
め
ま
す
。

次
回
は
、
脈
拍
が
な
い
場
合
の
応
急

手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります

対象者 割 合 吹き込み量 吹き込む時間

成 人 5秒に 1回 800"-'1200cc 

1.5~2.0秒

小 児 4秒に 1回
胸が軽く膨ら

む程度 上記の時間を
乳幼児 3秒に 1回

更に短くする

③
続
い
て
一
回
吹
き
込
む
。

⑥

人

工

呼

吸

の

仕

方

（町民憲章） ，扇］邸吾 (4) 

C-9月9日は『救急の日』です。

応急手当を身につけよう ！□〕
消防署では、応急手当の普及のため指導員を派遣しています。

住民の皆さん、万ーの事故に備え職場やグループ、各地区での行事に応急手当の講習会を取り

入れてはいかがですか。

また、消防署では独自に普通救命講習、上級救命講習を行っており、この講習を修了された方

には「修了証」を交付します。

実力のつくこの講習会に、みなさんの積極的なご参加をお願いします。

講習会

の内容

普通救命講習

上級救命講習

3時間の講習で、呼吸や脈拍が止まったときに大切な

「人工呼吸」や「心臓マッサージ」、大けがのときの「止血

法」などが身につきます。

8時間の講習で、人工呼吸、心臓マッサージ、止血法の

ほか骨折、外傷、やけどなどのときの応急手当や搬送方

法が身につきます。
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・

あ
き
ら

松
本
晃
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

6
年
11
月

28
日
生

1
歳
9
カ
月

---No.＜伍釦西〉＠
時し ホー
はて広 l緒い-

ご；‘門羞竺：に
ぢ塁ょ‘望凰:i
て、＜しに姉
下見遊 て乗ち

かん
けだまたん

門たりす。り、と

は
じ
め
ま
し
て

た
く
さ
ん
言
葉
が
話
せ
る
よ

う
に
な
り
、
何
が
言
い
た
い
か
、

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

こ。t
 お

調
子
者
で
、
悪
い
事
ば
っ

か
り
し
て
い
ま
す
が
、
や
さ
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

r
t
t
t
t
t
t
t
tー
ー

！

お父さん
満弘さん

お母さん
律子さん

平
田

と
も
ゆ
き

智
之
ち
ゃ
ん（

久
保
）

平
成

6
年
1
2
月

1
日
生

1
歳
8
カ
月 お父さん

憲幸さん
お母さん

充子さん
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第3分団左から岡村、井上、西山、向井の各選手

出
場
選
手
名

指

揮

者

班

長

一

番

員

団

員

二
番
員

II

三
番
員

補

欠

．

II ／／ 

岡
村
清
利

井
上
光
幸

西
山
秀
幸

向
井
栄
司

樽
川
直
重

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多

く
な
り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
濡
れ

て
電
気
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気
事

故
は
、
夏
季
（
七
ー
九
月
）
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
期
に
、
通
商
産
業
省
の
主
唱
の
も

と
「
電
気
使
用
安
全
運
動
」
が
全
国
一

8
ィ
ー
ー
8
る

31
は、

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

6

二
三
ー
五

0
―ニ

を
行
い
こ
の
日
に
備
え
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
九
時
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
、
小
型
ポ
ソ
プ
操
法
・
ボ
ソ

．プ
車
操
法
が
順
次
行
わ
れ
、
小
型
ポ

ソ
プ
十
チ
ー
ム
、
ポ
ソ
プ
車
五
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
三
分
団
は
八
番
目
に
出
場
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
、
第

六
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
た
た
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
協
会
も
、
他
団
体
と
協
力
し
て

電
気
安
全
啓
蒙
、
電
気
安
全
講
習
会

の
開
催
、
電
気
設
備
の
点
検
や
不
良

設
備
の
改
修
促
進
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

8
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
問
」
で
す

消防操法大洲喜多地区大会

第 3分団出場

第
二
十
回
愛
媛
県

消
防
操
法
大
洲
喜
多

地
区
大
会
が
七
月
十

七
日
、
大
洲
市
の
肱

川
緑
地
公
園
で
開
催

さ
れ
、
肱
川
町
消
防

団
か
ら
は
第
三
分
団

（
大
谷
）
が
小
型
ポ
ソ

プ
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、
団

員
の
消
防
技
術
や
消

防
意
識
の
向
上
を
目

的
に
隔
年
開
か
れ
て

い
ま
す
。

団
員
の
消
防
器
具

の
操
作
の
速
さ
正
確

さ
が
採
点
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
分
団
は
、
約

三
カ
月
前
か
ら
訓
練

---——---------- --一

消防操法大会に出場した第 3分団

“建設業て種トくみなさん”

建設業で働く労働者のために

国で作った

《建設業退職金共済制度》

をご存じですか！！

※この制度は、全国どこの建設現場で働いても事業所

に雇用された期間を通算して退職金を支払うという、

建設労働者のための退職金制度です。

1日260円の掛金で退職金は次のとおりとなります。

年 数 退職金額 年 数 退職金額

2年 131,040円 25年 4,413,140円

5年 382,758円 30年 6,359,620円

10年 1,006,244円 35年 8,963,876円

15年 1,872,092円 37年 10,237,478円

20年 2,958,870円

＊この早見表は、掛金納付252日分を 1年と換算して計算した退職金額です。

※この制度に加入している事業所に対して、労働者住

宅等の福祉施設を設置するための融資制度もありま

す。

この制度について詳しいことは、下記にお問い合

わせください。

〒790 松山市二番町4-4-4 愛媛県建設会館内

B 089-943-5406 
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高齢者の人権問題に関する

1 2時間電話 相談

相談内容

日時

電話番号

相談担当者

主催

高齢者の扶養，介護，独居，社会参加

等高齢者の人権問題に関するあらゆる

相談

（無料 ・秘密厳守）

平成8年 9月12日（木）

午前 9時～午後9時

フリーダイヤル 0120-025-550 

人権擁護委員弁護士法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

※8月1日から保冷サーピスを始めています。
愛媛県の郵便局では、 8月 1日から、保冷が必要な新

鮮な野菜、生鮮魚介類等を引き受けから配達まで保冷し
たままでお届けする保冷サービスの取り扱いを始めてい
ます。

これは愛称「チルドゆうパック」といい、おおむね 0度
から 5度の冷蔵温度帯で保冷を維持するものです。

現在、送ることが出来るのは、 18都道府県と指定され
ていますが、11月 1日からは全国どこへでも送ることが
できる全国ネットでの保冷サービスになります。

※「アイデア貯金箱」を募集しています。
夏休みの町内各小学生の皆さん！
郵便局では「第22回私のアイデア貯金箱」の作品を募集

しています。
このコンクールは、次代を担う小学生の皆さんに貯金

箱の制作を通じて貯蓄に対する関心を高めてもらうとと
もに、造形的な創造力を伸ばす一助とすることを目的と
しています。
応募締切りは 9月 6日で、各小学校を通じて提出して

ください。
作品は、新しく楽しいアイデアが生かされているもの、

美しく使いやすいものなど。
材料は自由、ひとり一点となっております。
多数の応募をお待ちしています。

．雇用保険を受給されるみなさん！

失業の認定を受けるときは正しく申告し

ましょう。

・事業主のみなさん！

雇用保険を受給している方を採用された

場合には正しく申告するようご指導くださ

い。

ハローワーク大洲
（大洲公共臓業安定所）824-3191

観光栗ひろい
ぶ どう狩）1 の案内

味覚の秋を「観光栗ひろい」と 「ぶどう狩り」

でお楽しみください。

0観光栗ひろい

●期間 9月10日～10月13日

●場所肱川町内の栗園

●入園料小学生以上 300円

幼稚園児 150円

0ぶどう狩り
●期間 8月25日～ 9月25日

●入園料 中学生以上1,000円

小学生 500円

幼稚園児 300円

●食べ放題です。

※どちらも希望者には時価にて即売いたします。

尚 、 お問い合わせ•お申し込みは
「ひじかわ特産開発センター」 80893(34)2244まで

お待ちしております。

台風シーズンに備えて

ご自宅の点検を
ノ

（四国電力）

台風により 、樹木や、テレビアンテナが倒れたり、

看板が飛んで、電線を切り、停電事故をおこしたりし

ます。

また、切れた電線に触れて感電するといった災害を、

おこすおそれもあります。

こうした被害をなくするため、次のことにご注意く

ださい。

▼電線に近いテレビアンテナは、支線で補強しましょ

う。

▼看板や、ビニール波板がはずれて飛ばないよう、

しつかり固定しておきましょう。

▼切れた電線を発見したときは、 ~ I I/ ．ヽ

絶対にさわらないで、

すぐ四国電力へご連絡ください。

マ及コ足醇に報道噌蒻訪れた肱』靡甘

7 /11 南海テレビ中予分水を考える

「肱川町の対応について」

7 /23 愛媛新聞若人“夢語り”

家業とまちづくり•山内光郎さん

8/8 南海テレビ

8月18日に行われる第3回国際風フェステイバルの紹介
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喜多郡老連総会開催

安楽寺住職大；＂才享道 U又訊i禎［
喜
多
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会
が
、
七
月

十
日
に
会
員
九
十
人
が

出
席
し
、
風
の
博
物
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
祝
辞
の
あ

と
、
議
事
に
移
り
、
平

成
七
年
度
事
業
実
績
及

び
決
算
報
告
の
承
認
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て

平
成
八
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
案
が
審
議
さ

れ
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
は
愛
媛
十
全
医

療
学
院
事
務
長
で
、
町

内
安
楽
寺
住
職
で
も
あ

る
大
井
淳
道
氏
が
「
す

こ
や
か
人
生
、
健
康
に

生
き
る
知
恵
」
と
題
し

て
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
い

゜
：か人生“ハ心
七

社
協
だ
よ
り

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
民
の
皆
え
る
財
源
は
社
協
会
費
を
基
本
的
財

さ
ん
を
会
員
と
す
る
民
間
福
祉
団
体
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

を
基
礎
と
し
て
、
在
宅
福
祉
活
動
な
も
八
月
を
会
費
納
入
月
と
定
め
、
部

ど
各
分
野
の
福
祉
活
動
に
よ
り
福
祉
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
入
の
お
願
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
福
祉
団
体
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
げ
ま
す
。
会
費
（
年
額
三

0
0円）

た
だ
き
ま
し
た
。
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

な
ど
を
利
用
し
て
の
音
楽
を
混
ぜ
、

聴
く
人
を
ま
っ
た
く
、
た
い
く
つ
さ

せ
な
い
も
の
で
し
た
。
現
世
に
生
き

る
高
齢
者
の
生
き
方
、
お
し
ゃ
れ
の

効
用
、
健
康
に
つ
い
て
の
事
に
つ
い

て
明
細
に
話
し
て
も
ら
い
出
席
さ
れ

て
い
た
方
々
も
勉
強
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

地
域
の
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
自
発
的
に
福
祉
活
動
に

参
加
、
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す

べ
て
の
人
が
い
つ
ま
で
も
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
築

き
た
い
も
の
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
自
分
達
の

住
む
と
こ
ろ
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
問
題
を
解
決
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

民
間
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。
そ
の

主
体
は
地
域
の
住
民
の
方
々
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
と
福
祉
や
保
健
な

ど
の
生
活
改
善
向
上
に
関
係
の
あ
る

人
達
の
協
力
を
得
て
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
通
は
「
社
協
」
と
い

う
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
地
域
の
方
々
の
会
費
や

共
同
募
金
、
福
祉
基
金
の
利
子
、
寄

付
金
な
ど
の
他
、
国
・
県
・
町
な
ど

か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ

社
会
福
祉
協
議
会
と
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中

野

森

田

武

夫

様

嘉

城

中

岡

キ

ヨ

子

様

大

平

竹

本

久

綱

様

協

生

中

田

勇

男

様

て
い
ま
す
。

肱
川
町
社
協
で
は
、
す
べ
て
の
方
々

に
会
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
代

表
者
を
中
心
に
計
画
を
た
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
・
県
・
国
と
系

統
的
に
組
織
さ
れ
、
又
民
生
委
員
さ

ん
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
も
、
月

二
回
公
民
館
青
年
室
に
お
い
て
開
設

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
員
は
民

生
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り
、

平
成
七
年
度
も
五
十
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、
生
計
、

家
族
、
財
産
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て

の
問
題
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
又
、
電
話

で
の
相
談
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」
っ
て
何
？

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
と
い
う
会
計
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
計
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
（
社
協
会
費
と
は
別
）

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
事
業
と
し

て
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の
、
紙
お
む

つ
支
給
、
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
エ
ア

マ
ッ
ト
の
貸
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
購
入
資
金
と
し
て
「
ま
ご

こ
ろ
金
庫
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ま
ご
こ
ろ
金
庫
」

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
た
め

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
開
始

共
同
募
金
始
ま
る

9

月
•
町
老
連
役
員
会

•
町
共
同
募
金
会

・
ゆ
う
パ
ッ
ク
発
送

．
敬
老
行
事

・
郡
老
連
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

8
/
2
8
 

身
障
者
更
生
会
ふ
れ
あ
い
事
業

｀
 ベッ ド ・ 車 イ ス 等
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開催

あいさつをする共済友の会々長（松本金次郎氏）

高額優績賞を受けられる方々

平
成
八
年
度

去
る
七
月
十
五
日
、

風
の
博
物
館
に
於
い
て
、

共
済
友
の
会
総
会
と
合

わ
せ
て
推
進
大
会
を
約

二
0
0名
あ
ま
り
の
参

加
者
に
よ
り
盛
大
に
開

催
し
た
。

来
賓
者
と
し
て
、
肱

「
一
ぷ＇
二
饂
円
」

川
町
収
入
役
中
野
博
司
氏
を
始
め
、

肱
川
町
森
林
組
合
長

・
河
野
美
治
氏
、

県
共
済
連
松
山
事
務
所
長

・
藤
岡
政

睛
氏
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
ご
祝
辞
を
頂
き
大
会
に
花

を
そ
え
て
頂
い
た
。

先
ず
共
済
友
の
会
松
本
会
長
よ
り

H
標

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

ご
出
席
頂
い
た
お
礼
と
共
済
の
必
要

性
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
頂
ぎ
、
引
続

ぎ
高
額
加
入
者
十
名
に
対
し
優
績
表

彰
を
行
っ
た
。
続
い
て
鉾
岩
組
合
長

の
あ
い
さ
つ
が
有
り
、
事
務
局
よ
り

平
成
七
年
度
事
業
報
告
を
行
い
、
推

進
大
会
に
切
り
替
え
、
平
成
八
年
度

計
画
に
つ
い
て
説
明
、
つ
づ
い
て
山

根
孝
夫
氏
に
よ
る
力
強
い
決
議
の
朗

読
で
今
年
度
目
標
二
十
二
億
円
の
早

期
必
達
を
満
場
の
拍
手
に
て
採
択
さ

れ
た
。
最
後
に
副
会
長
の
福
山
春
義

氏
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
有
り
引
続
き

懇
親
会
に
う
つ
り
亀
田
元
市
氏
に
よ

る
乾
盃
の
音
頭
で
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
終
了
し
た
。

” ” ” ” ” ” ” 
II 

” ” ” ” 
幹副会

//会

事長長

松
本
金
次
郎

堀

内

英

雄

台

野

正

光

山

根

孝

夫

片

山

一

郎

藤

中

正

冨

永

利

彦

上

田

武

藤
原
茂
瑣
夫

藤

川

貢

高

田

貞

務

沖

野

次

雄

西

山

輝

重

宮

田

徹

藤

田

重

量

大

森

広

幸

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は

J

A
肱

川
管
理
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

J

A
肱
川
職
員
募
集
要
領

（
一
般
職
員
）

一
、
採
用
予
定
人
員

男

子

二

名

二
、
応
募
資
格

①
平
成
九
年
三
月
に
高
校
及
び
大

学
卒
業
見
込
み
の
者

②
肱
川
町
内
に
居
住
す
る
者
で
通

勤
可
能
な
者

三
、
応
募
期
間

①
平
成
八
年
九
月
五
日
か
ら

九
月
十
七
日
ま
で

四
、
提
出
書
類

①
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

②
卒
業
見
込
証
明
書

③
学
業
成
績
証
明
書

④

健

康

診

断

書

（
学
校
医
そ
の
他
病
院
）

五
、
選
考
試
験
日

平
成
八
年
九
月
二
十
日
予
定

別
途
申
込
者
に
通
知
す
る

六

、

採

用

平
成
九
年
四
月
一
日

J
A
肱
川
で
は
、
職
員
募
集
を
左

記
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
希

望
者
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

平
成
九
年
度
職
員
募
集

⑮

⑯

⑥

⑪
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岸生連人間ドックのご案内

腹部臓器の気になるあなたに！

人間 ドック

瞑部CTコース
JA愛媛厚生連健診センター

〒790 松山市鷹子町533-1
B 089(970)2070 

腹部CTコースは、基本コース（問診 ・血圧測定 ・血液検査 ・心電図 ．胃部 ・胸部X線な

ど）の内容に腹部X線CT検査を加えたコースです。

腹部CT検査は、従来の検査では観察しにくい部分をより精密に検査し、小病変の検出や

腫瘤の内部構造を描出するのに優れています。

また各臓器（肝臓 ・胆のう ・膵臓・腎臓 ．牌臓）の形態学的変化を総合的に検査できます。

一度からだの総点検をしてみたいあなたにピッタリの人間ドックです。

＊腹部CTコース(1泊2日ドック）

〇検査料金 組合員料金 55,000円
（消費税別，宿泊費含む） （一般料金 66,000円）

〇開設曜日 月 ・火曜日／水 ・木曜日

〇宿泊場所 道後パストラル

（松山市岩崎町2丁目 8-22)

X線CT検査とは…？ …―----------------
X線CT（コンピュータ断層撮影法）は、生きたまま
の人間の体の解剖図を、痛くもかゆくもなくコンピュー
タが断層像として精確に描きだすものです。

従来のX線写真は、立体的な体である頭や胸にX
線を照射し、体を透過してきたX線を 1枚のフィル

ム上に平面的な影絵として映し出す方法です。その
影絵を医師が見て診断を下しています。

CTでは、人体のあるスライス面を、コンピュー

タが描きますから、より精密な画像がきわめてわか
りやすく表示されますので、より適切な診断ができ
るわけです。

遭ドックヘのお闘い合わせ
ぁ濤し込は、

最寄りのJA窓口か、
フリーダイヤル

0120-874-702まで

一

鱈師母

響3打ら1:】：:i,：』！、雫か＇｛詈in:〗F9 2) 生の食べ物はできるだけ避け、内部まで充分加熱し
て直ぐ食べる。

0-157は猛毒を出す怖いバイ菌ですが、毒を出すこ

と以外は、皆さんのお腹の中にいて役に立っている腸内

細菌と基本的に全く同じです。つまり高熱や消毒薬で死

滅しますが、常温（室温）で水分がある所では短時間で激

増します。この性質を考えると予防方法は簡単明瞭です。

具体的には、以下のことに注意して下さい。特に調理す

る人の心がけが大事です。

1) 買ってきた食料品は直ぐ冷蔵庫か、冷凍庫に入れる。

3) 魚肉などは中の色が赤いとか肉汁が出るのは加熱が

不十分です。特に電子レソジを使用するとぎは中まで

煮えていることを確認する。

4) まな板、包丁、皿、箸などの食器類等、結果的にロ

に入るかもしれないものは使用前後に洗剤を使って熱

い湯で充分洗う。

5) 手も特に調理前後には石鹸でよく洗う。

6) 未処理の牛乳や水は飲まない。

7) 加熱しにくい果物や野菜はよく洗って食べる。

情報提供：愛媛県厚生連健診センター長 飯尾 篤
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r ------------------------------------------------~-----------~ 
I 

I”霞霞囀土ーバ言 i 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! 

！ 

I..  -----~-- - . - -- .....  -,--....  -.. - -. f 

！ ！ 

県森連市況
i 平成 8年 7月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I : 

！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日•••平成 8 年 7 月 16 日 ！ 
！ 市売数羹 ••973ケース 18,530kg ! 

i長さ末口径ス ギ ヒノキマッ ；篇□贔53,567円 i 
直曲がり直曲がり 直

その他

! • 7 cm下本 370本 245本 500本 280 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
l I Is cm上本 365本 340本 566本 560 こうこ 特 用 大 3,000~ 4,800 保！

: 14 mll3 cm上 22,500 I -I 45,000 I -IIBcm上20,000 大 厚 5,500~ 6,900 強特用中 3,800~ 5,600 強 ！
! 18 cm上21,000 -45,000 -4cm上2,4，奴〇

中 厚 7,000~ 7,800 強特用中小 3,800~ 5,600 強 i 
！ 

2 4 cm上20,ooo I -I 48, ooo ー llcm上

！ 
7 cm下本 178本 151本 230本 151 中小厚 5,000~ 6,000 強特用小 3,000~ 4,800 保 ’ 
8 cm上本 245本 245本 413本 413

， 
！ 

小 厚 3,200~4,000 保 大パ レ 2,200~ 2,800 強 ；
11 cm上14,ooo I I 24,910 

! 3 m13 cm上 23,640 -42,300 -18CID上18,000 大 ウ ス 3,000~4,000 保 中パ レ 2,100~ 2,500 強 i 
I I I! 8 cm上 25,190 -42,500 -4cm上20珈 中 ウス 5,200~6,400 強中小パレ l,800~ 2,200 保 ！
! 24 cm上17780 - CID上

7 cm下本 70本 一 本 70本一
中小ウス 3,200 ~ 4,000 保小パレ 1,200 ~ 1,600 保 ！ 

{ • 2m 8cm上本本ー本本一 小ウス 2,400~ 2,800 保 変形 2,500~ 3,000 保！

16 cm上 8,000 -22,000 -13CIDJ: ジ ャ ミ 1,800 ~ 3,200 保色悪ウス 1,600 ~ 2,200 保 ’ 
! 30 cm上 cm上i 6m  13 cm上25,000 77,810 

どんこ大 5,800 ~ 7,000 強色悪パレ 800 ~ 1,500 保 ！ 

18 cm上 24100 67 100 どんこ中 4,500 ~ 5,800 保 Ij党立ドンコ
！ 

！ 特選 231,000 どんこ小 4,200 ~ 5,000 保 スラ イス 800 ~ 4,700 保 ！ 

！ 足 場 1m当 た り 円 ～ 円 概況 上物の出品が少なく、全体に質が悪かった為、平均単価が下がったが、 t 
一般材、小径木共に買気強い。 相場は、ぼぽ保合であった。どんこの中～小が強保合から保合に買気が

！ 備考 桧 6m強保合、杉保合、枝打。優良材は依然品薄の為、買気あり。 下かったが大～中パレに買気が出て来た。 ！ I'.,  ;,_,, ;,'. •- ~~,,, ~ -n--~u i 
l-----------------------------------------------------------_, 

「緑の募金」に ご協力を

一緑の募金による森林整備等の推進に関する法律が施行一

•「緑の募金J のシンポルマーク

森
林
、
樹
木
等
の
緑
は
、
心
に
や

す
ら
ぎ
を
与
え
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る

生
物
の
生
存
に
不
可
欠
な
水
の
供
給

源
と
し
て
、
人
間
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
こ
れ
を
守
っ
て
い
く
の
は
、
国

民
全
体
の
責
務
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
昭
和

二
十
五
年
以
来
民
間
団
体
に
お
い
て
、

「
緑
の
羽
根
募
金
」
運
動
が
展
開
さ

れ
て
ぎ
ま
し
た
が
、
募
金
額
の
面
で

も
、
ま
た
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
国

民
へ
の
普
及
啓
発
の
面
で
も
、
十
分

満
足
で
ぎ
る
状
況
と
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
度
、
「
緑
の
募
金
に

よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
「
緑
の
募
金
」

と
し
て
、
募
金
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
寄
付
金
を
森
林
の
整

備
・
緑
化
の
推
進
•
森
林
の
整
備
や

緑
化
の
推
進
に
係
る
国
際
協
力
の
推

進
に
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
学
校
の
環
境
緑
化

や
、
広
場
な
ど
の
緑
化
や
、
巨
樹
名

木
等
の
保
全
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

林
業
改
良
指
導
員
越
智
慎
吾

9
月
3
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
10
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

9
月
11
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
12
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
17
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

9
月
18
日
（
水
）
岩
谷
方
面

9
月
19
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
24
日
（
火
）
宇
和
JI
北
方
面

9
月
25
日
（
水
）
中
津
方
面

9
月
26
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

9
月
醤
油
配
達
予
定
表

9
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

9
月
13
日
（
金
）
本
所
地
区

9
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

9
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

9
月
4
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

9

月
6

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

9
月
9
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

9
月
11
日
（
水
）久
保

9
月
13
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

9
月
17
日
（
火
）
広
常
・
影
地

9
月
18
日
（
水
）
中
津
・
小
倉

9
月
19
日
（
木
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

9
月
21
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

9
月
24
日
（
火
）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

9
月
27
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

9
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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ま
っ
て
い
ま
す
。
早
播
き
す
る
と
大

一
野
菜
―
~
[
げ
い
い

□
五
汀□い
[

上
が
り
ま
せ
ん
。

大

根

野
菜
の
台
風
対
策
と
秋
野
菜
の
は
種

4
 

一

、

台

風

対

策

は

種

期

は

、

八

月

下

旬

ー

九

月

で

九
月
は
、
台
風
、
ソ
ー
ズ
ソ
と
な
り
す
。
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
す
。
天
気
予
報
に
注
意
し
、
事
前
早
播
き
を
す
る
と
モ
ザ
イ
ク
病
や
軟

に

対

策

を

し

て

下

さ

い

。

腐

病

の

発

生

が

多

く

な

り

ま

す

。

1

台
風
淮
十
備

5

秋
じ
ゃ
が

排
水
路
の
整
備
と
杭
の
補
強
を
し
植
え
付
け
時
期
は
、
八
月
ー
九
月

ま
す
。
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
も
有
効
で
す
。
種
い
も
が
腐
り
や
す
い
の
で

で

す

。

切

り

口

は

十

分

に

乾

か

し

て

植

え

ま

2

台

風

通

過

後

の

対

策

す

。

早

植

え

は

青

枯

病

が

出

や

す

い

商
品
価
値
の
な
い
果
実
と
傷
つ
い
の
で
気
を
つ
け
ま
す
。

た
茎
葉
を
整
理
し
、
病
害
防
除
を
徹

6

エ
ン
ド
ウ

底
し
ま
す
。
ま
た
、
草
勢
回
復
の
た
は
種
期
は
、
十
月
中
旬
か
ら
十
一

め
液
肥
五
百
倍
の
葉
面
散
布
に
よ
り
月
中
旬
で
す
。
種
類
に
は
、
キ
ヌ
サ

草
勢
の
回
復
に
努
め
ま
す
。
ヤ
え
ん
ど
う
、
実
え
ん
ど
う
、
ス
ナ
ッ

プ
え
ん
ど
う
が
あ
り
ま
す
。
早
播
き

す
る
と
冬
の
寒
さ
で
や
ら
れ
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

河

野

幸

生

＿
水

稲

―

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の

収
穫
と
乾
燥

l

刈
取
り
適
期
の
目
安

①
平
均
的
な
株
の
最
長
稗
の
籾
の
八

五
％
程
度
が
黄
変
し
、
穂
の
一
部

に
緑
色
の
部
分
が
残
る
頃
。

②
積
算
湿
度
が
八
五

0
-----10
五
0

℃
程
度
に
な
っ
た
時
期
（
積
算
湿

度
と
は
出
穂
翌
日
か
ら
収
穫
ま
で

の
日
平
均
温
度
の
合
計
）

2

適
期
判
断
の
注
意
点

①
早
期
栽
培
の
場
合
、

収
穫
期
が
高

温
時
に
あ
る
た
め
、
収
穫
が
遅
れ

る
と
品
質
低
下
を
招
く
の
で
注
意

二
、
秋
野
菜
の
は
種
2

秋
野
菜
は
品
種
（
早
晩
性
）
と
地
域

（
気
温
）
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
種
期

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
適
期
は
種
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ー

は

く

さ

い

は
種
期
は
、
八
月
下
旬
ー
九
月
で

す
。
品
種
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

適
期
に
は
種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
結

球
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
以
上
の

薬
数
が
必
要
で
す
。
遅
す
ぎ
る
と
低

湿
に
あ
い
、
生
育
が
止
ま
っ
て
結
球

し
ま
せ
ん
。
特
に
晩
生
種
は
注
意
が

必
要
で
す
。

2

ワ
ケ
ギ

植
付
は
八
月
下
旬
ー
九
月
中
旬
に

行
い
ま
す
。

3

た

ま

ね

ぎ

は
種
期
は
、
九
月
中
・
下
旬
で
す
。

品
種
と
地
域
に
よ
っ
て
は
種
期
が
決

五

l
-

す
る
。

②
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
は
、
登
熟
の
揃
い

が
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比
べ
て
悪
い
の

で
収
穫
遅
れ
に
な
り
や
す
い
傾
向

が
あ
る
。
早
目
に
収
穫
す
る
よ
う

心
が
け
る
。

③
稲
架
干
し
を
す
る
場
合
は
、
追
熟

が
期
待
で
き
る
の
で
目
安
よ
り
三

日
程
度
早
く
収
穫
す
る
。

3

適
正
乾
燥
の
仕
方

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
収

穫
後
四
ー
五
時
間
以
内
に
乾
燥
を
始

め
、
乾
燥
温
度
は
三
十
八
℃
以
下
と

す
る
。架

干
し
乾
燥
を
行
う
場
合
は
、
高

温
期
に
長
く
お
く
と
品
質
低
下
を
招

く
の
で
、
早
め
に
籾
水
分
を
チ
ェ
ッ

ク
し
脱
穀
す
る
。

仕
上
が
り
水
分
は
十
四
、

五
％
と
す
る
。

普
通
期
水
稲
の
管
理

1

病
害
虫
対
策

穂
ば
ら
み
期
に
、
秋
ウ
ソ
カ
、
穂

い
も
ち
対
策
と
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
ド

ガ
ー
ド
ラ
ブ
サ
イ
ド
粉
剤

D
L
を
一

0
a
当
た
り
四
槌
散
布
す
る
。

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
（
斑
点
米
）
対
策

と
し
て
出
穂
期
ー
糊
熟
期
（
出
穂
後

十
五
日
頃
）
に
か
け
て
、
ヒ
ノ
ラ
ブ

バ
イ
バ
ッ
サ
粉
剤

D
L
を
一

0
a
当

た
り
四
柊
散
布
す
る
と
と
も
に
、
出

穂
前
に
カ
メ
ム
シ
の
生
息
地
に
な
っ

て
い
る
水
田
周
辺
の
雑
草
を
刈
り
取
っ

て
お
く
。

2

出
穂
後
の
水
管
理

出
穂
後
は
間
断
灌
水
と
し
、
根
の

活
力
維
持
に
努
め
る
。
台
風
の
接
近

が
予
想
さ
れ
る
時
は
堪
水
と
し
、
強

風
に
よ
る
萎
凋
現
象
を
軽
減
さ
せ
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

一
果
樹
の
管
理
一

一
、
カ
メ
ム
シ

今
年
は
越
冬
虫
が
平
年
の
一

0
倍

程
度
観
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
餌
と

な
る
杉
、
檜
の
き
ゅ
う
果
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
柿
、
キ
ウ
イ

な
ど
樹
園
地
を
主
に
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
越
冬
虫
は
八
月
下
旬
ま

で
に
死
滅
し
ま
す
が
、
新
成
虫
は
七

月
下
旬
か
ら
出
て
き
て
お
り
、
今
後

と
も
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

薬
剤
は
作
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
ス
ミ
チ
オ
ソ
水
和
剤
で
三
ー

四
日
、
そ
の
他
薬
剤
で
七
日
程
度
の

防
除
効
果
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

園
の
カ
メ
ム
シ
の
飛
来
状
況
を
確

か
め
な
が
ら
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

収
穫
前
日
数
、
散
布
可
能
回
数
を

参
考
に
し
て
、
同
じ
薬
剤
を
連
用
し

な
い
よ
う
何
種
類
か
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ソ
で
使
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

散
布
は
、
夕
方
五
時
か
ら
八
時
の

間
、
ま
た
は
、
早
朝
に
行
う
と
効
果

的
で
す
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

倍

数

一

0
0
0倍

収

穫

前

日

数

六

0
日

散

布

可

能

回

数

四

回

ア
デ
ィ
オ
ソ
乳
剤

倍

数

二

0
0
0倍

収

穫

前

日

数

七

日

散

布

可

能

回

数

五

回

柿

ス
ミ
チ
オ
ソ
水
和
剤

倍

数

一

0
0
0倍

収

穫

前

日

数

三

0
日

散

布

可

能

回

数

三

回

M
R
・
ジ
ョ
ー
カ
ー

倍

数

二

0
0
0倍

収

穫

前

日

数

一

四

日

散
布
可
能
回
数

二
回

テ
ル
ス
タ
ー
水
和
剤

倍

数

一

0
0
0倍

収

穫

前

日

数

一

四

日

散

布

可

能

回

数

二

回

ア
グ
ロ
ス
リ
ソ
水
和
剤

倍

数

一

五

0
0倍

収

穫

前

日

数

七

日

散

布

可

能

回

数

五

回

二

、

く

り

収
穫
期
に
入

っ
て
ぎ
ま
す
が
、
高

湿
時
に
収
穫
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

品
質
保
持
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。
成
熟
き
ゅ
う
果
は
早
め
に
拾
わ

な
け
れ
ば
、
果
実
が
乾
燥
し
て
果
色

が
悪
く
な
っ
た
り
、
変
質
し
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

き
ゅ
う
か
ら
脱
粒
し
た
果
実
に
は

病
害
虫
果
、
裂
果
、
胴
枯
れ
果
、
未
ー

熟
果
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

第
一
段
階
で
不
良
果
の
取
り
除
き
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

晩
生
品
種
を
中
心
に
防
除
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
は
、

エ
ル
サ
ソ
乳
剤

1
0
0
0倍

デ
ィ

。フ
テ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤

1
0
0
0倍

で
、
一
反
当
た
り
二
五

0
リ
ッ
ト
ル

程
度
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
尾
形
雅
子
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蒙庭；、地域社会が一こ体となって
じめ•登校拒否等問題ば取り組

七
月
三
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
、

肱
川
町
公
民
館
に
お
い

て
、
い
じ
め
・
登
校
拒

否
問
題
等
研
究
協
議
会

が
、
県
教
育
委
員
会
・

町
教
育
委
員
会
主
催
で
、

学
校
関
係
者
、

P
T
A

ほ
か
町
内
の
機
関
よ
り

約
百
―
―
十
名
が
参
加
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

教
育
委
員
会
豊
島
指
導

部
長
よ
り
、
こ
の
会
を

開
催
に
あ
た
っ
て
の
い

き
さ
つ
が
説
明
さ
れ
、

い
じ
め
は
こ
う
い
う
こ

と
で
あ
る
と
い
う
一
っ

の
理
由
で
位
置
づ
け
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

あ
り
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
錯
綜
し
て
い
る
、
一

人
一
人
い
ろ
い
ろ
な
形

で
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

七
月
十
六
日
に
発
表
さ

れ
た
、
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
等
に
関
す
る
調

査
研
究
発
表
に
よ
る
と

子
供
た
ち
は
、
核
家
族

化
や
少
子
化
が
進
ん
で
、

熱心に話を聞く参加者

も
の
が
豊
か
に
な
り
、
何
で
も
手
に
入

り
、
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ

て
お
り
、
忍
耐
力
が
不
足
し
て
い
る
。

家
庭
に
お
い
て
は
、
生
活
態
度
等
の
し

つ
け
が
十
分
で
な
い
。
学
校
に
お
い
て

は
、
教
師
が
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば

す
教
育
が
十
分
に
い
き
届
い
て
い
な
い
。

い
じ
め
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
地
域
社
会
に
お
け
る

都
市
化
の
進
展
に
よ
り
子
供
の
遊
び
が

変
化
し
て
ぎ
て
い
る
。
社
会
全
体
に
異

醐麟 (12)

鬱
〗
）ご

う
み
ん
か
ん
•
>)>

編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

質
な
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
社
会
の

同
一
意
識
が
強
い
と
い
っ
た
要
因
が
、

い
じ
め

・
登
校
拒
否
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
学

校
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

子
供
た
ち
の
こ
と
を
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
お
互
い
に

協
力
し
あ
っ
て
、
子
供
た
ち
を
ど
う
育

て
た
ら
い
い
の
か
、
お
互
い
が
助
け
合

い
、
勉
強
し
あ
っ
て
教
育
し
あ
っ
て
協

力
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の

が
子
供
の
い
じ
め
等
の
問
題
解
決
の
最

善
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
家

族
・

地
域
の
協
力
を
得
て
、
学
校
•
生

徒
自
身
が
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
問
題

解
決
の
た
め
ご
尽
力
頂
き
た
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
佐
久
保
教
育
長
よ
り
、
肱
川

町
に
お
い
て
は
、
深
刻
な
い
じ
め
・
登

校
拒
否
問
題
等
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
国
の
審
議
会
よ
り
、
家
庭

の
責
任
に
つ
い
て
自
覚
を
促
す
部
分
が

あ
り
ま
す
。
学
校

・
家
族
・
地
域
社
会

の
三
者
が
協
調
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
様
々
な
意
見
を
聞
か
せ
て
下
さ
い

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
こ
の
会
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

本
県
の
い
じ
め
が
、
平
成
六
年
度
に
七

百
八
十
七
件
報
告
さ
れ
て
い
て
、
年
々

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
児
童
•
生

徒
よ
り
申
告
さ
れ
た
も
の
を
入
れ
て
お

り
ま
す
が
、
実
際
は
も
っ
と
数
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

登
校
拒
否
に
つ
い
て
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
特
に
小
学
生
の
登
校
拒
否
が
全

国
平
均
を
平
成
七
年
度
に
超
え
る
の
で

みんな輪になって は
な
い
か
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
い
じ
め
に
関
し
て
は
、
陰
湿
化

・

巧
妙
化
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
心
身

の
発
達
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

引
ぎ
続
ぎ
、
事
例
発
表
が
あ
り
、
肱

川
中
学
校
矢
野
先
生
よ
り
、
い
じ
め
問

題
へ
の
対
応
、
正
山
小
学
校
冨
永
先
生

よ
り
、
登
校
拒
否
問
題
へ
の
対
応
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、
生
徒

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
人
間
関
係
を

大
切
に
し
て
い
る
等
の
事
例
を
、
ま
た

登
校
拒
否
問
題
に
対
し
て
養
護
教
諭
の

立
場
か
ら
の
事
例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

二
件
の
事
例
発
表
の
後
、
町
内
の
方

四
人
よ
り
、
意
見
発
表
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。今

の
子
供
た
ち
は
、
管
理
さ
れ
、
過

剰
な
期
待
を
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
。
大
人
社
会
が
現
在
の
子
供
た

盆
踊
り
講
習
会
を
八
月
五
日

（
月
）
、
公
民
館
・
文
化
協
会
・

民
踊
輪
の
会
の
主
催
に
よ
り
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
町
内
よ
り
、
約
八
十
名
が

参
加
し
、
講
師
に
民
踊
輪
の
会

の
宮
川
和
扇
先
生
を
迎
え
、
盆

踊
り
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
輪
の
会
の
企
画
で

作
ら
れ
た
、
「
風
お
こ
し
音
頭
」

も
発
表
さ
れ
、
振
り
付
け
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

講師を囲んで講習

ち
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
自
分
の
子
供
時
代
の
経
験
を
ふ

ま
え
た
意
見
や
、
現
在
の
教
育
制
度
を

批
判
さ
れ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
世
界
的
な
い
じ
め
問
題
に
関

す
る
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
世
界
各
国
の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
て
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
時
間
を
割

い
て
報
道
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
が
、
こ
の

よ
う
な
歪
み
を
発
生
さ
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
は
大
人
を
写
す

鏡
と
い
い
ま
す
。
も
う
一
度
自
分
自
身

を
ふ
り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
っ
と

な
り
、
他
人
事
だ
と
思
う
こ
と
な
く
、

自
分
自
身
の
事
だ
と
思
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
等
を

考
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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ビデオ教室参加者募集
川上商工会では、生涯学習振興事業として、 HV

C（肱川ピデオクラプ）の協力を得て、次によりピデ

才教室を開催します。

つきましては、広く一般の参加者を募集しますの

で、ピデオに興味のある方は、多数ご参加ください。

◎日時

9月 5日（木）

9月19日（木）

10月 3日（木）

計 3回

いずれも午後 7時より

◎場所

肱川町公民 館

◎内容

ピデオカメラの基礎撮影編集について
◎講師・

テレピ愛媛 VRCセンター
センター長 竹田昇司氏

◎受 講 料

無料

※参加希望者は、テキスト等準備がありますので、
8月31日までに川上商工会（ 834-2531)までお
申し込みください。

ロ化協会設立十周？□
文化協会総会

決 とのの役しよか員を立はさ十内三三
算平祝努たよたりげの迎さ‘れ名の十十文
報成辞力めり°あで皆えれ昭まのサ分 ー化
告七ををこ‘来いすさま‘和し参 lょ日協
‘年頂おれ町賓さ°んす今六た加クりへ会

平度き願かののつとの°年十°がル公杢総
成のまいら文中が河努こで二文あよ民 午会
八事ししも化野あ野力れ十年化りり館後が
年業たま一向収り会のも年に協開約で七七
度・゜す層上入ま長お会目設会催六町 時月

の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

今
年
は
、
夏
ま
つ
り
に
は
、
文
化

協
会
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
は
、
積
極

的
に
参
加
す
る
計
画
を
会
員
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
・
副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

会

長

河

野

美

治

副

会

長

松

本

金

次

郎

II

中

居

善

信

監

事

沖

浦

賢

嗣

II

菊

池

諏

子

理
事
の
方
も
大
半
の
方
が
留
任
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
の
文
化
協
会
の
活
動
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
の
句
会

七
月
の
句
会
は
愛
媛
新
聞
の
取
材

で
終
始
カ
メ
ラ
を
意
識
し
な
が
ら
身

を
縮
め
て
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
伊
田
記
者
」
の
感
想
文
を
紹
介
し

ま
す
。

誕
生
日
を
迎
え
た
方
に
、
記
念
品

を
贈
ら
れ
る
家
庭
的
な
空
気
に
心
和

み
ま
し
た
。
井
口
先
生
の
指
導
の
町

寧
な
こ
と
、
細
や
か
な
こ
と
、
ま
た

そ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
皆

さ
ん
の
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

一
度
訪
れ
た
だ
け
の
「
若
僧
」
の
言

葉
を
許
し
て
頂
け
れ
ば
、
合
評
が
も

う
少
し
、
に
ぎ
や
か
で
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
勿
論
今
回
は
私
が
い
た
せ

い
で
、
ふ
だ
ん
の
雰
囲
気
と
は
違
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が

伊
田
浩
之
氏
原
文

愛
媛
新
聞
社
発
行
月
刊
誌
八
月
号

の
活
字
に
美
女
美
男
の
顔
も
添
え
て

載
せ
て
く
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
放
水
し
ぶ
き
に
濡
れ
て

合
歓
の
花

椿

本

好

勝

公
民
館
燕
せ
っ
せ
と
巣
を
つ
く
り

冨

永

勲

汗
を
ふ
く
木
か
げ
ほ
の
か
に

合
歓
の
花

河

野

美

治

合
歓
咲
い
て
ま
た
敗
戦
日
近
づ
き
ぬ

井
口
さ
だ
を

場 日

九
月
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

所

長

浜

町

。

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
他
）

（
雨
天
の
場
合
競
技
に
よ
っ
て

は
九
月
八
日
（
日
）
へ
延
期
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
）

時

ス
ポ
レ
ク

'96
喜
多
郡
大
会

校
庭
の
喚
声
や
む
や
合
歓
の
花

都

谷

征

也

煙
突
の
残
り
し
町
や
ね
む
の
花

板

倉

勉

藍
が
好
き
母
の
形
見
の
夏
衣

大

野

タ

エ

遠
い
日
の
ね
む
れ
ね
む
れ
と

合
歓
の
花

谷

本

基

子

花
合
歓
の
散
り
て
匂
へ
る
朝
の
道

丸
見
え
み
こ

夕
立
や
地
上
に
お
ど
る
水
の
玉

小

野

雪

子

登
校
路
の
黄
色
い
傘
や
梅
雨
深
し

中

島

和

子

藁
屋
根
の
残
れ
る
村
や
合
歓
の
花

宮
本
み
つ
こ

妻
の
墓
雨
に
濡
れ
た
る
ね
む
の
花

菅

野

松

雄

＿

夏

休

み

も

も

う

終

盤

を

迎
え
る
。
暑
い
夏
も
、
も

．

う

暦

の

上

で

は

秋

で

あ

る

。

~
公
民
館
の
来
館
者
も
、
夏

休
み
は
小
中
学
生
が
多
い
。

~
図
書
室
で
本
を
読
む
子
供
、

~
談
話
室
で
、
ま
わ
り
を
気

~
に
せ
ず
、
無
邪
気
に
は
し
ゃ

ぎ
ま
わ
る
子
供
た
ち
。
川

~
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夏

~
休
み
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

~
雑
誌
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、
大

~
変
心
を
傷
め
る
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

~
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
の
立
入
禁
止
の

~
場
所
に
入
り
込
ん
で
、
コ
ソ
ク
リ
ー

~
ト
の
壁
に
「
い
た
ず
ら
書
き
」
を
し
て

~
い
る
の
で
あ
る
。
石
か
何
か
で
刻
ん

~
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
た
ず
ら
書
き

~
を
し
た
本
人
に
と
っ
て
は
二
人
の
記

~
念
と
し
か
思
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い

i

が
、
日
本
に
と
っ
て
、
い
や
、
世
界

i

に
と
っ
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
戦

~
争
の
悲
惨
さ
を
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

~
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
大
切
な
も
の

~
で
あ
る
の
に
。
戦
後
五
十
一
年
が
経

~
と
う
と
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
今

~
日
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
犠
牲
の
上

~
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
、

~
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

~
う
か
。

も
の
の
豊
か
さ
ば
か
り
追
求

~
し
て
、
心
の
豊
か
さ
を
な
お
ざ
り
に

~
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

~
子
供
た
ち
と
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の

~
時
間
が
普
段
よ
り
多
い
夏
休
み
。
子

~
供
た
ち
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

~
そ
う
す
れ
ば
、
二
学
期
に
入
っ
て
少

i

し
で
も
子
供
た
ち
は
成
長
し
ま
す
。

［―-ファインダー穏馴
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やればできるんだ
ー川上地区小学校水泳大会一

緊張

翼適／屹睾滋と
齋噴臼＾臼侭齋

スタートの一瞬

七
月
二
十
三
日
、
町
民
プ
ー
ル
に
お
い
て
、

川
上
地
区
小
学
校
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
昨
年
よ
り
肱
川
町
内
の

五
つ
の
小
学
校
と
河
辺
小
学
校
と
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
真
夏
の
日
射

し
の
中
、
子
供
た
ち
は
元
気
に
記
録
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か

ら
は
、
頑
張
れ
の
声
援
を
受
け
、
力
強
い
泳

ぎ
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

記
録
は
、
大
会
新
記
録
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
標
準
記
録
を
突
破
す
る
記
録
が
多
く

生
ま
れ
ま
し
た
。

特
に
岩
谷
小
学
校
は
、
児
童
数
が
少
な
い

中
、
フ
リ
ー
女
子
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
で
優

勝
し
ま
し
た
。
や
れ
ば
で
ぎ
る
ん
だ
と
い
う

気
持
ち
が
通
じ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

川上地区小学校水泳大会記録一覧表 睾適／ V吟 V笙必
齋藩＼臼尺硫噴＼

＊県標準記録、標準記録突破
＊＊大会記録、大会新記録

学
男 子 女 子

学 男 子 女 子

種 目 種 目
年 悶氏 名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

年 唇氏 名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

1 上川恵二 1928"2 予子林 ＊ 市川麻由美 l'26”7 予子林 ＊ 1 富永勇太 43"3 河辺 ＊ 山崎なつみ 47”1 河辺

1 00 m フ
5 0 m 

フ

リ 2 東 直希 l'31 "4 正山 城戸あかり 1'32•0 岩谷 パタ リ 2 高岡正幸 l,00"9 予子林 堀川史恵 48"4 予子林

自由形 l フライ I 

3 藤高匡人 1‘43”2 中野 山内真美 1,35”6 中野 3 藤高匡人 1'03•5 中野 徳丸憂紀 l'l2”4 大谷

1 宮田 エ 1'42"5予子林 ＊ 和氣真弓 l'55"1 岩谷 1 山 下 裕 介 17”6 予子林 ＊ 東真理子 16"6 予子林 ＊ 

1 00 m フ ＇フ

リ 2 清水崇裕 1955”O 河辺 清水綾子 l'55"2 予子林 リ 2 高 橋 敏 夫 17"9 正山 ＊ 永田祥子 16"9 正山 ＊ 

平泳ぎ I l 

3 中野賀津記 1'57"4 中野 中津恵美 1'57"3 河辺 2 5 m 3 三井脩平 18"8 中 野 竹森麻衣 17•9 岩谷 ＊ 

1 栗木辰哉 1'17•4 正山 市川麻由美 l'11”9 予子林 ＊ 自由形 4 1 東慶一郎 19”5 予子林 堀川七恵 19"5 予子林
7 5 m 

フ
年

借人メ リ 2 前田 雅弘 1'18" 4 大谷 竹森麻衣 1'20・7 岩谷 2 山内 淳 20”2 中 野 山口まり絵 20"7 中野

I 
以

ドレー
3 東 直希 1'20•9 正山 山田美幸 1'23•1 正山

下 3 森 大地 21”1 中 野 上田真理子 21・0 正山

1 上川 恵二 39"4 予子林 ＊ 東真理子 36"3 予子林 ＊ 4 1 笹木聖吾 27"2 中 野 宮田さゆり 28'9 予子林

フ 2 5 m 
年

リ 2 高橋敏夫 40"5 正山 ＊ 永田祥子 38"3 正山 ＊ 2 沖野亮太 28"2 中 野 徳丸憂紀 29"6 大谷

I 平泳ぎ
．以

5 0 m 3 高岡正幸 42"9 予子林 城戸あかり 41"6 岩谷
下

山下 茜 30"1 予子林

自 由 形 4 1 東慶一郎 44"0 予子林 堀）II 七恵 45"0 予子林 1 富永勇太 18"0 河辺 ＊＊ 山崎なつみ 20"0 河辺
2 5 m 

フ
年

2 山内 淳 45"3 中野 山口まり絵 50" 4 中野 バタ リ 2 前 田 幸 男 25"2 大谷 堀川史恵 22”3 予子林
以

I 
フライ下 3 高岡礼児 45"9 予子林 冨永奈々美 50"8 中野 3 藤高佑介 25"6 中 野 丸山あずさ 26"6 中野

1 宮田 工 47"1 予子林 ＊ 清水綾子 52"6 予子林 1 河辺小 2'28"8 岩谷小 2'30"4 

5 0 m フ
1 5 0 m 

リ 2 中野賀津記 52"2 中野 黒田早苗 53"5 正山 メドレー 2 正山小 2'37”6 中野小 2'37”7 

平泳ぎ I 
リレー

3 二宮紳一郎 52"3 中野 中津恵美 53”5 河辺 3 大谷小 2'39•5 河辺小 2'41'3 

1 山下 裕介 51"3 予子林 山下 茜 59"4 予子林 1 予子林小 2'48) 予子林小 2'44•0 

5 0 m フ 2 0 0 m 

リ 2 前田 雅弘 53"3 大谷 田中麻衣 1'05 "5 河辺 2 中野小 3'll"5 正山小 2'55・2 

背泳ぎ I リレー

3 榮野雅章 58"7 河辺 3 河辺小 3' 30•4 中野小 3'14”8 
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去
る
七
月
十
三
日
（
日
）
、
河
辺
中

学
校
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
日
は
、
太
陽
が
ジ
リ
ジ
リ

と
照
り
つ
け
る
暑
い
日
だ
っ
た
の
で

す
が
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
文
句
も

言
わ
ず
頑
張
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
気
に
な
る
結
果
は
：
・つ
て

い
う
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
一
回
戦
、

昨
年
優
勝
の
内
子
青
年
団
と
当
た
り
、

惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
、
肱
川
青
年
団
と

長
浜
青
年
団
の
ニ
チ
ー
ム
で
対
戦
し

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
選
手
の
み
な

さ
ん
、
暑
い
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青年団だより

昨
年
は
行
事
が
入
っ
て
い
た
た
め

に
ソ
フ
ト
ポ
ー
）
大
会
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
な
ん
と

か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
と
て
も
い
い
天
気
だ
っ

た
た
め
に
、
み
な
さ
ん
少
々
バ
テ
気

味
で
し
た
が
怪
我
も
な
く
楽
し
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
て

結
果
の
方
で
す
が
、

一
回
戦
で
優
勝

候
補
の
内
子
町
青
年
団
と
当
た
っ
て

し
ま
い
あ
え
な
く
初
戦
敗
退
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
選
手
の
み
な
さ
ん
ほ

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
ま
た
参
加
し
て
楽
し
く

試
合
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

橋

本

孝

博

t
 

合
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
ど
ー
せ
役

員
な
ん
だ
か
ら
会
場
に
は
行
か
な
き
ゃ

な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
た
だ
貝
て
る

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
や
っ
た
ほ
う
が
絶

対
い
い
と
思
っ
た
か
ら
。

こ
ん
な
お
気
楽
な
気
持
ち
だ
か
ら

も
ち
ろ
ん
練
習
は
一
回
も
無
し
。

そ

し
て
結
果
は
も
ち
ろ
ん
ス
ト
レ
ー
ト

負
け
。
当
然
で
す
ね
工
。

た
だ
し
参
加
し
た
の
が
長
浜
町
と

肱
川
町
の
ニ
チ
ー
ム
だ
っ
た
た
め
、

団
体
戦
は
準
優
勝
。

河
内
由
美
子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に

参
加
し
て
… 大

会

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

や、

喜
多
郡
青
年
団

J

ド
ミ
ン
ト
ン

を止打はをな因 のだてすがの

らたすこ Iな
゜まつがす 力 I： こんな翡どうするの？！ こでけ‘°

なと心しゼる
| |の ‘で鼻で威含:

と 心 ‘を す れ口 ぶ
い き 配 塗をの繊びを ま い 額 止えかま後うる分にとき配たし力‘たにつ
場やがつ゜で維は詰脱す夕かまてりせろにのが回 ‘頭あいっらた近け

畠闊腎iり直尻包‘誓塁゚応己已臨か位信届ご9l)、晨喜晶：り‘且めいて
‘不まくゼめってと竺 なのくだ脳効たしあな飲いろせはつ

ら に 粘 出
く起膜る

病明せとのる てし プ ど根いかに果くよごるみ血にん止ま静この鼻
院でん ‘先な化ま傷イ で元場ら衝がのうをこ込液そ゜まんかる細血
で鼻゜傷にらの？ロッ 冷を合で撃なも゜引とんがら りでに出いは
診血頭 □軟清う 1し を シ や冷はすをいい首くもでのせ まい座血血 ‘
察がをを膏潔原 、再ユ した‘゜与ばけのよあ気どる するつで管鼻

鼻
血
が
出
て
な
か

な
か
止
ま
ら
な
い
。

｀

森

0
森

0
0
0
0
9栞
0
0
0
0
9

5

お

知

ら

せ

oo

9
0
0
2
0
9
"
9
:
0
0
0
9

慧`

平
成
八
年
九
月
一
日

（
日
曜
日
）

午
前
十
一
時
三
十
分
試
合
開
始

所
愛
媛
県
立
総
合
運
動
公
園

補
助
体
育
館
（
砥
部
町
）

そ
の
他
開
会
式
が
八
時
五
十
分
か

ら
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
七
時
ま
で
に

公
民
館
の
下
へ
集
合
し
て
下
さ
い
。

※
七
月
号
に
県
大
会
は
、
八
月
二
十

四
日
（
土
）
と
書
い
て
い
ま
し
た
が
、

九
月
一
日
（
日
）
の
誤
り
で
す
。
選
手

の
み
な
さ
ん
、
お
間
違
ス
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
き
宿
題

に
追
わ
れ
て
い
る
人
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
あ
と
数
日
で
す
。
お
と

な
し
く
無
駄
な
抵
抗
は
や
め
ま
し
ょ

う。
さ
て
、
合
年
の
夏
も
ど
こ
に
も
行

け
ず
一
人
寂
し
く
暑
い
夏
を
し
の
い

で
い
た
私
で
あ
り
ま
す
が
日
焼
け
だ

け
は
人
並
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
ち
ょ
っ
と
海
外
へ
で
も
行
っ

て
焼
い
て
来
よ
う
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。そ

れ
で
は
み
な
さ
ん
体
に
十
分
気

を
付
け
て
楽
し
い
夏
に
し
て
下
さ
い
。

場 と

編
集
あ
と
ば
な
し

き

0
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
県
大
会
に
つ
い
て
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月

⑮炒⑮営

の行事予定表

1 肱川町防災の日 20 町老人クラブ奉仕作業

1 スポレク'96喜多郡大会（長浜町） 20 定例部落長会

2 民生委員会 22 県高校新人ボート地区大会

5 行政相談 25~26 町議会 9月定例会

5 • 20 心配ごと相談 29 運動会（正山・大谷・予子林）

15 敬老行事 30 税金等出張受入れ

17 農業委員会

9 /21,..___30 秋の全国交通安全運動

鯛悧母

協上
鹿
野
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生

大

平

(16) 

山

槌

一
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さ
ん

(72
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竹
本
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ヲ
さ
ん

(94
歳）

中

田

賢

光

さ

ん

(80
歳）

松
岡
、
ど
ス
カ
さ
ん

(92
歳）
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9月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

堀 ) 1 1 医 院
43-0555 1 日 （内 子 町）

（日） 小川整形外科医院
23-5596 （ 一 の 丸 ）

宝 来 医 院
44-2248 8 日 （内 子 町）

（日） 中塚内科医院
24-0606 （西大 洲 ）

/Jヽ J 11 医 院 44-2815 15日 （内 子 町）

（日） 東大洲城戸眼科医院 24-1010 
（東大洲）

古 J 11 医 院
44-2407 16日 （内 子 町）

（月） 大久保内科医院 26-1131 
（八 多 喜 ）

町 田 医 院 43-0211 22日 （ 内 子 町）

（日） 菊原外科医院 24-4646 
（若宮 ）

成田医院 47-0061 23日 （大 瀬 ）

（月） 石村整形外科医院 23-5767 
（若 宮 ）

土 居 ・内外科医院 44-5521 29日 （五 十 崎）

（日） 大洲記 念 病 院 25-2022 
（ 徳森）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救急病

▽

日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

9
月

5
日
（
木
）

午
後
1
時

30
分

t
4時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー

ニ
五

0
八

場

所

時

健
康
増
進
セ
ン
午
前

タ
ー
（
道
野
尾
）
9
時

30
分
ー

9
月
5
旦
木
）
一

日

程

間

9
月
20
日
（
金
）
一
肱
流

▽
場

所

◎
幼
児
教
室

日

程

場

所
苑

午

？後 I時
3 1 
時時
3030 I間
分分

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

▽

日

時

時

間

＿
午
後

1
時
？

1
時

30
分

9
月
25
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
行
政
相
談

◎乳幼児健康診査

~ ~ ］ 木-~ ~ 心 l 日

，̀ 火日-ー-~、、 程

醤 岩 I よ

敷

i 谷 水 場
セ

公 集ン／

夕 民 会 所
1 館 所

11 ?>9 

分11時3I0孟時4分10 0 2分10時I0孟時3分9 0 

11？篇10 
時2分1？00 篇分時39 0 

時

言 時3分04分時0 間

9月11日（水）一肱流

， ， 
相月 月

20 5 
談日 日

＾ 
，ー、

金 木 日
ヽ

藤角 山福
担

原田 本田 当
相

福和 節 談

計三 子保
員

日

程

場

所
苑

午

？後 I時
3 1 
時時
30 30 I間
分分

日
。
日

◎
元
気
印
教
室

時

間

＿
午
前

10

時

ー

11
時
30
分

9
月
3
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

F
口
:
国
:
口

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

9 9 9 9 
相月月 月月

25 6 24 5 
談

日日 日日
へへ へへ

水金 火木 日

内 大

子 闊 場

町

商
工

工 畠 所
会 所

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

◎
健
康
相
談

◎

9
月
の
不
燃
物
収
集

▽

収

集

日

9
月

17
日

火

曜

日

か

ら

（
出
す
の
は

9
月

16
日
中
に
）

▽

収

集

地

区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川9

月

10
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
・
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

時

間

午
前
9
時

30
分

？
午
後

1
時

9
月
18
旦
水
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

場

所

>7
> > 日
17 4 

日 日
9日―̀  

金 火`＇ 

水 程

i 館

大 中

谷 消t 場
公 集

民 会 所
館 所

午後2I 孟時10 時

間
時

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談
◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
グ

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室




